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鈴屋
（本居宣長旧宅）

すずのや

旧小津清左衛門家

三井家の跡地にあり、
中では昔ながらの機
織り機が軽やかな音
色を響かせる。また予
約をすれば機織り体験
（有料）ができる。松阪
もめんの洋服、反物、
小物なども販売。

三井グループの創始者で、延宝元年（1673）高利52歳の時、
のちの三越である越後屋を江戸に開店させた。今は当たり前
とされる「店頭販売」や「現金掛け値なし」の商法を息子たち
とともに打ち出し大成功を収めた。

弘治2年（1556）に生まれ、猛将として名を轟かせた
氏郷は、豊臣秀吉より12万石を与えられ松坂城を
築いた。後に会津若松92万石の太守となった。茶道
にもすぐれ、利休七哲の筆頭とされている。

天正末年、蒲生氏郷により飯
高郡平尾から遷社され、松坂
城の鬼門よけとしても信仰され
た。本居宣長は、氏神である
同社へ「古事記伝」全44巻を
奉納している。

三重交通バス

宣長が実際に暮ら
していた邸宅を移
築したもの。宣長は
36個の小鈴を赤い
紐で結んだ柱掛鈴
を書斎に掛け、その
音色を楽しんだ。
（国指定特別史跡）

宣長ゆかりの重要文
化財等約16,000点が
保存展示されている。
宣長の魅力あふれる
人間性とその生涯に
ふれることができる。

学徳達成の神として
崇敬されている国学
者、本居宣長を祀る
神社。

松坂城跡周辺の四
五百森にある神社。
境内にある御神木（大
楠）は樹齢900年とも
いわれ、根元には本居
宣長の歌碑もある。

いほのもり

よ

誇らしげにそびえ
立つ石垣は松阪の
シンボル的存在。春
には桜や藤、夏には
輝かしい新緑、秋に
は紅葉が石垣を彩
り、四季の移ろいも
見事。城跡からは城
下町の面影を残す
町並みが一望できる。
（国指定史跡）
（日本100名城）

城の警護をまかされた紀州藩士とその
家族が住んでいた武家屋敷。石畳を挟
んだ両側に、緑深い槇垣が連なる様子は、
しっとりした和の情緒を醸し出す。文
久3年（1863）に建てられたもので、現存
する中でも最大規模である。
（国指定重要文化財）

県下初の工業学校の製図
室として明治41年（1908）
に建設。外観を下見板張と
ハーフティンバー風の壁面
を併用した建物で、松阪の
近代化の息吹を伝える。

「あたごさん」として親しまれている、火
の神をまつるお寺。境内入口にある「三
門」は県指定有形文化財。

本町通りの白い塀に囲まれたこの地は、後の三井グループの
基礎を築いた三井高利の産湯に使ったとされる井戸などがある。
（市指定史跡）

蒲生氏郷によって松ヶ島城から遷社さ
れた。宝暦12年（1762）宝殿・拝殿の
建て替えの際、本居宣長と門人たちが
奉納した2巻の百首歌が近年になって
発見された。

もとは北畠氏が建てた寺で、裏門は松坂
城の中門を移したものだといわれている。
三井家とも縁のあった古刹である。
本堂（国指定重要文化財）
裏門（市指定有形文化財）

浄土宗で、代々、本居一族の菩提
寺。本居宣長夫妻の墓がある。ま
た、視力を失いながらも父の後
を継承し、生涯を研究に捧げた
息子春庭とその妻の墓が、宣
長夫妻の墓と背中合わせに立
っている。本居宣長・春庭墓は
国指定史跡に指定されている。

宣長が34歳の時、伊勢参りに来ていた賀茂真淵と
出会った「松坂の一夜」の舞台となった旅館跡。こ
の出会いが宣長の古事記研究のきっかけとなった。

江戸時代に同心町と呼ばれた地区の一角にある明治大
正期の篤志家、原田二郎の旧宅。江戸時代から続く武士
の住まいを表現しつつ、明治15年（1882）に増築され
た箇所については、原田二郎が松阪に帰郷していたこ
ろの間取りを再現している。（市指定有形文化財）

江戸で1番の紙問屋、豪商・小津清左衛門家
の邸宅を資料館として公開。「江戸店持ち商
人」の暮らしぶりが偲ばれる。
（県指定有形文化財）

宣長が12歳から72歳まで暮らした住
居跡。現在旧宅はそのまま本居宣長
記念館横に移築。（国指定特別史跡）

5つの蔵やうだつの上がった屋根など、落ち着
いたたたずまいの中に当時の松阪商人の繁
栄ぶりがうかがえる。
（国指定重要文化財）
（県指定史跡及び名勝）

大型バス駐車場（4台）のご予約は、
☎0598-25-6565まで

豪商のまち松阪　観光交流センター
Matsusaka Tourist Information Center

松阪のまち歩きの発着点

松阪の歴史や文化、食などの情報を魅力たっぷりに発信する
松阪観光の拠点。おみやげや観光情報収集はもちろん、
松阪の歴史を紹介する展示やシアターは必見。

鈴の音バス（市街地循環線、幸中央線、大口線、三雲松阪線）／阿坂小野（嬉野一志町）／松阪中央病院／松阪合同庁舎／池袋・大宮（高速バス）
パークタウン学園前／三重高校前
大石／道の駅飯高駅／スメール／柚原／工業団地／相可高校南／三瀬谷／シャープ正門前／三交南紀（熊野市）／奥伊勢おおだい

鈴の音バス（市街地循環線／大口線）／黒部・東コミュニティバス／機殿・朝見コミュニティバス
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エレベーター
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エレベーター

エレベーター

（
市
外
局
番
　
０
５
９
８
）

※2023年4月現在の内容であり、変更となる場合がありますので、詳細は各施設へお問い合わせ下さい。

【運賃】
大人200円　小学生100円　未就学児無料
【お問い合わせ】
三重交通松阪営業所　☎0598-51-5240
商工政策課　　　　　☎0598-53-4184

（市街地循環線、幸中央線、大口線、三雲松阪線）

【時刻・路線図】

至ル尾鷲方面 至ル奈良方面

接続方法はコチラ→

原田二郎
旧宅

定 休 日

松阪市立歴史民俗資料館
（2階 小津安二郎松阪記念館）

9:00～17:00（体験コースは～15：00まで）
火曜日（祝日のときはその翌日が定休日）・年末年始

旧小津清左衛門家 9:00～17:00
水曜日（祝日のときは翌日）・年末年始

開館時間
休 館 日

9:00～16:30（10月～3月は16：00まで）
月曜日（祝日のときは翌日）・祝日の翌日・年末年始

10:00～16:00
月曜日（祝日のときは翌日）・年末年始

開館時間
休 館 日

開館時間
定 休 日

営業時間
定 休 日

9:00～17:00
水曜日（祝日のときは翌日）・年末年始

9:30～17:00（冬期〈11/1～1/31〉営業時間9:30～16:30）
月曜日（祝日のときは翌日）・年末年始

旧長谷川治郎兵衛家

本居宣長記念館

9:00～17:00
水曜日（祝日のときは翌日）・年末年始

開館時間
休 館 日21-8600

21-4331

23-2381

26-6355

26-5174

23-1656

23-7735

26-7330

58-0040

67-4603

63-0050

21-0312

9:00～17:00（施設により営業時間は異なります）
毎週水曜日（祝日のときは、翌日）・5月は無休
12月31日、1月1日　

豪商のまち松阪観光交流センター 9:00～18:00（１２月～２月/17：00）
年末年始

開館時間
休 館 日25-6565  FAX 26-2525

月曜日（祝日のときは翌日）・年末年始

松阪もめん手織りセンター

原田二郎旧宅

御城番屋敷

三重県立みえこどもの城

松阪市文化財センター

松阪市森林公園

松阪キャンピングパーク
松阪市総合運動公園

松阪農業公園ベルファーム

開館時間
休 館 日

受付時間
休 園 日

開園時間
休 園 日

9:00～17:00（はにわ館の入館は16:30まで）
月曜日（祝日のときは翌日）・祝日の翌平日・年末年始 10:00～16:00

水曜日（祝日のときは営業、その翌平日休み）・12月31日～1月3日波瀬駅

開館時間
休 館 日

開館時間
休 館 日

56-6847

32-3223

32-2555

46-1111
46-1113
46-1114
46-0808

46-0166

45-0003

47-0326

47-0828

松浦武四郎記念館

リバーサイド茶倉

道の駅「茶倉駅」

道の駅「飯高駅」
（レストラン・いいたか）

（温泉館・いいたかの湯）

（物産品販売所・いいたかの店）

まつさか交流物産館

松阪駅観光情報センター

つつじの里「荒滝」

グリーンライフ山林舎

松阪わんわんパラダイス
森のホテルスメール

レストラン11:00～19:00（L.O.18:30）
いいたかの湯 10:00～20:00
物産品販売所・いいたかの店 9:00～18:00
飯高茶屋 7:30～14:00（L.O.13:30）
レストラン・いいたかの湯・飯高茶屋
　　　　　　  水曜日（祝日は翌日）・12月31日～1月1日
いいたかの店  12月31日～1月1日 ・ 6月12月の第2水曜

開館時間
休 館 日

9:00～16:30
月曜日（月曜日が祝日のときは翌日）
祝日の翌日（祝日が日曜日のときは翌々日）・年末年始

営業時間
定 休 日

定 休 日

営業時間

9:00～17:00
火曜日（祝日のときは翌日）・年末年始

営業時間
定 休 日

9:00～17:00（日～金曜日）  9:00～20:00（土曜日）
火曜日・水曜日・木曜日（祝日のときは翌日）・年末年始

営業時間
定 休 日

（チェックイン）14:00以降　（チェックアウト）10:00
年中無休

営業時間
定 休 日

営業時間
定 休 日

（チェックイン）14:00以降　（チェックアウト）10:00
要問合

営業時間
定 休 日

（チェックイン）15:00以降　（チェックアウト）11:00
年中無休

開　　館
休 　 館

9:00～18:00
年末年始
https://www.matsusaka-kanko.com/

9:00～17:00
月曜日（祝日のときは翌日）・年末年始

開館時間
休 館 日

9:00～17:00
水曜日（祝日及び花見期間・GW・夏休みは開園）・年末年始

42-7000
嬉野考古館

（嬉野ふるさと会館内）
開館時間
休 館 日

9:00～17:00
月曜日（祝日のときは翌日）・年末年始


